
練
馬
駐
屯

地
広
報
班
ヶ

発
行
し
た

５
月
１
１

日
付
け
の

文
書
に
よ

れ
ば
、
日
没
後
夜
７
時

ま
で
地
震
災
害
等
に
備

え
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
離
着
陸
訓
練
を
６
回

実
施
す
る
と
言
う
通
告

で
あ
っ
た
。

電
車
が
空
か
ら

降
っ
て
く
る
よ

う
だ
！
？

実
施
当
日
、
練
馬
平

和
委
員
会
は
住
民
と
と

も
に
駐
屯
地
に
要
請
と

監
視
活
動
を
実
施
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
全

長
は
電
車
１
両
分
、
電

信
柱
よ
り
高
い
。
重
さ

は
６
ト
ン
だ
と
言
う
、

高
性
能
ガ
ソ
リ
ン
満
載

だ
。東

京
消
防
庁
や
民
間

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
「
都

心
は
日
没
後
も
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
な
ど
で
明
る
く

夜
間
飛
行
訓
練
は
意
味

が
な
い
、
島
嶼
や
山
岳

部
は
利
用
度
は
あ
る
が

都
心
部
で
の
災
害
時
に

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
よ
り

は
し
ご
車
な
ど
の
ほ
う

が
効
果
的
、
む
し
ろ
事

故
の
危
険
性
が
多
く
夜

間
訓
練
な
ど
消
防
庁
で

は
実
施
し
な
い
」
と
い

う
。

夜
間
タ
ッ
チ
ア

ン
ド
ゴ
ー
開
始

当
日
、
曇
り
空
の
中
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
数
機

（
Ｏ
Ｈ
ー
６
Ｄ
や
Ｕ
Ｈ
ー

１
Ｊ
な
ど
）
に
よ
る
離

着
陸
飛
行
は
夕
方
５
時

１
７
分
よ
り
日
没
後
の

７
時
６
分
ま
で
行
な
わ

れ
飛
行
回
数
は
予
定
よ

り
３
回
上
回
る
９
回
実

施
さ
れ
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
陸

上
自
衛
隊
立
川
飛
行
場

か
ら
飛
来
し
た
。
搭
乗

員
は
目
測
で
１
４
階
か

ら
８
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
並
ぶ
駐
屯
地

南
方
の
住
宅
街
を
真
下

に
見
て
一
瞬
の
う
ち
に

進
入
し
て
く
る
、
老
人

ホ
ー
ム
を
右
下
に
見
て
、

高
度
の
関
係
か
一
番
建

物
が
低
く
な
っ
て
い
る

富
士
街
道
に
隣
接
す
る

３
階
建
て
の
ラ
ー
メ
ン

屋
さ
ん
を
め
が
け
、
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
電

線
を
通
過
、
眼
下
は
弾

薬
庫
だ
。

目
的
地
の
四
方
の
ラ

イ
ト
を
手
が
か
り
に
自

衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
空

に
達
し
、
そ
の
地
上
す

れ
す
れ
に
１
分
ほ
ど
機

体
を
傾
け
左
右
に
旋
回

し
離
陸
後
急
上
昇
し
北

方
か
ら
西
に
旋
回
し
同

じ
コ
ー
ス
で
夜
間
離
着

陸
訓
練
を
繰
り
返
す
こ

と
に
な
る
。

弾
薬
庫
前
で
営
業
を

続
け
る
ラ
ー
メ
ン
屋
さ

ん
は
「
以
前
、
自
衛
隊

は
ヘ
リ
が
飛
ぶ
時
は
知

ら
せ
に
き
た
が
今
は
ま
っ

た
く
こ
な
く
な
っ
た
、

弾
薬
庫
や
電
線
が
あ
る

の
で
怖
い
」
と
真
上
の

電
信
柱
（
地
上
の
高
さ

１
２
〜
３
メ
ー
ト
ル
）

を
指
差
す
。
爆
音
直
下

の
た
め
話
し
声
が
聞
き

取
れ
な
い
。

練
馬
区
「
災

害
と
い
う
主
目

的
と
違
う
！
」

昨
年
以
来
こ
の
「
災

害
訓
練
等
」
に
よ
る
夜

間
ヘ
リ
訓
練
に
対
す
る

情
報
開
示
を
求
め
て
い

た
が
、
今
回
初
め
て
開

示
さ
れ
た
。

開
示
さ
れ
た
訓
練
計

画
を
早
速
、
練
馬
区
役

所
に
も
届
け
た
。
受
け

取
っ
た
練
馬
区
は
「
自

衛
隊
か
ら
受
け
取
っ
た

文
書
と
違
い
ま
す
ね
、

有
事
訓
練
で
す
ね
、
航

空
機
や
人
員
の
損
傷
ま

で
危
険
要
因
に
書
か
れ

て
い
ま
す
ね
」
と
驚
い

て
い
る
。

住
民
を
欺
く

こ
と
は
お
止
め

に
な
っ
て

命
令
書
は
防
衛
庁
よ

り
秘
密
で
も
な
く
開
示

さ
れ
た
。

住
民
と
の
窓
口
に
な

る
練
馬
駐
屯
地
広
報
班

は
「
対
遊
撃
戦
訓
練
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
ご
理
解
と
ご
了

承
の
ほ
ど
宜
し
く
」
と

は
住
民
に
言
え
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

住
宅
密
集
地
で
の
夜

間
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
訓
練

は
危
険
度
が
高
く
無
理

で
し
ょ
う
。

事
故
が
お
き
た
ら
取

り
返
し
が
つ
か
な
い
。
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住宅地に弾薬庫はいらない！ 基地なくし住宅と緑を！

題字 ねなしかづら 書

「平和のひろば」は駐屯地周辺１，４００世帯に配布

陸
自

区
役
所
に
町
会
に

災
害
訓
練
と
知
ら
せ

ゲ
リ
ラ
戦
闘
？

今
年
５
月
１
６
日
か
ら
２
日
間
練
馬
駐
屯

地
内
で
実
施
さ
れ
た
夜
間
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
訓

練
の
目
的
が
「
市
街
地
対
遊
撃
訓
練
」
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

住
民
と
訓
練
を
監
視
し
た
練
馬
平
和
委
員

会
が
防
衛
庁
よ
り
入
出
し
た
「
平
成
１
８
年

度
第
一
次
飛
行
隊
訓
練
実
施
計
画
」
に
よ
り

裏
付
け
ら
れ
た
。

来
年
は
中
止
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

自衛隊弾薬庫正面の電気屋さん頭上すれ

に大音響で夜間飛行する陸自大型ヘリ。

銃で武装した挿絵の「訓練計画命令書」

ヘリ騒音等苦情電話窓口のご案内

練馬区役所（総務課）３９９３－１１１１

練馬駐屯地（駐屯地広報） ３９３３－１１６１

朝霞駐屯地（駐屯地広報） ０４８－４６０－１７１１



本
年
１
月
１
３
日
、

練
馬
区
役
所
は
陸
上

自
衛
隊
練
馬
・
朝
霞

両
駐
屯
地
広
報
に
対

し
て
危
険
物
の
保
管

状
況
を
文
書
で
照
会

し
た
。

こ
れ
は
、

１
月
下
旬
に

行

わ

れ

た

「
区
民
と
区

長
の
つ
ど
い
」

に
お
い
て
一

人
の
主
婦
か

ら
「
練
馬
区

内
に
あ
る
駐

屯
地
に
、
弾

薬
・
化
学
物

質
等
を
ど
の

よ
う
に
保
管

し
て
い
る
か

耐
震
の
こ
と
も
あ
り

調
べ
て
ほ
し
い
、
」

と
い
う
意
見
・
要
望

が
寄
せ
ら
れ
た
。

練
馬
区

市
民
の

心
配
を
理
解

１
月
１
６
日
、
練

馬
駐
屯
地
か
ら
の
電

話

回

答

に

よ

る

と

「
防
衛
上
の
見
地
か

ら
回
答
で
き
な
い
。
」

と
い
う
、
朝
霞
駐
屯

地
か
ら
は
な
ん
の
返

答
も
無
か
っ
た
。

弾
薬
１
２
・

４
ト
ン
区
内
に

練
馬
駐
屯
地
内
の

弾
薬
庫
は
昭
和
２
９

年
建
設
さ
れ
、
６
棟

あ
り
１
・
４
ト
ン
。

弾
薬
庫
に
隣
接
し
て

核
物
質
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
が
７
４
０
メ
ガ

ベ
ク
レ
ル
。
朝
霞
駐

屯
地
に
は
４
棟
で
合

計
爆
薬
１
１
㌧
貯
蔵

し
て
い
る
と
防
衛
庁

が
公
表
し
て
い
る
。

通
産
省
に
よ
れ
ば

弾
薬
庫
の
安
全
基
準

に
つ
い
て
「
民
家
と

の
保
安
距
離
は
周
辺

環
境
の
変
化
に
常
に

対
応
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。

６
０
０
ｍ
以

内
に
近
づ
く
な

練
馬
駐
屯
地
の
弾

薬
庫
の
内
訳
は
危
険

度
が
最
も
高
い
第
一

群
（
３
棟
）
以
下
第

２
群
、
第
４
群
（
２

棟
）
が
あ
る
。

防
衛
庁
「
火
薬
類

の
取
り
扱
い
に
関
す

る
達
」
と
い
う
訓
令

に
よ
れ
ば
、
第
１
群

に
つ
い
て
は
大
爆
発

性
、
爆
風
と
破
片
を

伴
う
、
さ
ら
に
爆
発

し
て
い
る
場
合
は
６

０
０
メ
ー
ト
ル
以
内

に
は
近
づ
い
て
は
な

ら
な
い
。

第

２

群

の

白

燐

（
黄
燐
）
は
「
黄
燐

火
災
の
際
に
発
生
す

る
燃
焼
ガ
ス
（
五
酸

化
燐
）
を
吸
収
す
る

と
肺
水
腫
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
。
ま
た

黄
燐
が
身
体
に
触
れ

る
と
激
し
い
火
傷
を

起
こ
す
の
で
必
ず
防

護
具
を
着
用
す
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

七
夕
交
渉
実

る
！射

撃
演
習軽

減

７
月
７
日
、
練
馬

駐
屯
地
内
面
会
所
に

て
練
馬
労
連
や
住
民

な
ど
５
名
が
７
月
１

４
日
か
ら
始
ま
る
射

撃
訓
練
中
止
な
ど
要

請
を
し
た
。

駐
屯
地
弾
薬
庫
の

隣
に
住
む
男
性
Ａ
さ

ん
は
「
災
害
な
ど
い

ざ
と
な
っ
た
ら
助
け

て
く
れ
る
自
衛
官
が

何
故
、
今
ま
で
誠
実

に
平
和
的
な
話
し
合

い
に
応
じ
な
か
っ
た

か
理
解
で
き
な
い
。

住
宅
地
の
真
ん
中
で

迫
撃
砲
や
機
関
砲
の

射
撃
音
に
子
ど
も
や

老
人
は
我
慢
を
し
て

き
た
、
住
宅
地
だ
か

ら
な
ん
と
か
配
慮
し

て
欲
し
い
」
続
け
て

一
年
前
に
引
っ
越
し

て
き
た
女
性
Ｂ
さ
ん

は
「
隊
員
が
無
事
に

イ
ラ
ク
か
ら
戻
っ
て

き
た
と
言
う
が
二
度

と
行
っ
て
欲
し

く
な
い
」
。

練
馬
区
の
総

務
課
や
環
境
保

全
課
な
ど
に
要

請
を
し
た
と
こ

ろ
、
「
安
息
日

の
三
連
休
、
朝

八
時
か
ら
と
は

ひ
ど
い
で
す
ね
、

寝
て
る
人
も
い

ま
す
よ
。
」
こ

れ
ま
で
練
馬
区

は
自
衛
隊
に
様
々

な
か
た
ち
で
申

し
入
れ
な
ど
を

行
い
訓
練
の
軽

減
を
図
っ
て
き

て
い
る
。
訓
練

時
間
は
駐
屯
地

に
隣
接
す
る
小
・
中

学
校
の
授
業
中
で
も

あ
る
。
練
馬
区
教
育

委
員
会
に
も
期
待
を

し
た
い
。

今
回
、
駐
屯
地
内

で
交
渉
を
可
能
に
し

た
の
は
住
民
が
日
本

国
憲
法
第
１
６
条(

請

願
権
：
何
人
も
平
穏

に
請
願
す
る
権
利
を

有
し
、
請
願
し
た
た

め
に
差
別
待
遇
を
受

け
な
い)

を
さ
さ
え
に
、

粘
り
強
く
交
渉
し
た

結
果
で
あ
る
。

空
包
射
撃
訓
練
が

軽
減
さ
れ
、
住
民
は

お
礼
の
為
、
練
馬
駐

屯
地
を
訪
問
し
た
。
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練馬区議会でついに審議!
イラク撤退を国に求める陳情

自民党～共産党 反対意見なし！

６月１５日、イラクに派遣第９次隊の中心であ
る第一師団司令部（練馬区北町）を抱える練馬区
議会でようやく議論された。しかし採択には至っ
ていない。なお、市民団体から５本のイラク派遣
に関する陳情（約７，０００筆）が議会に付託さ
れている。
前回、武藤議員より陸上自衛隊練馬駐屯地より
イラクへ派遣された自衛隊員の状況について質問
が出され、練馬区は駐屯地に５月２５日、派遣年
月日・派遣人数・練馬区民人数・帰国年月日まで
一覧表にした照会事項調査を実施した。しかし練
馬駐屯地からは「陸幕監部広報以外お知らせする
ことは出来ない」と電話による対応があった。
練馬駐屯地周辺の首長のイラク派遣関連行事の
動向だが。新座・和光両市長は全て欠席。朝霞市
長のみ全て出席した。出国行事のみ練馬区長室長
が出席した。朝霞や練馬も公費の使用は無かった。
隊員の表敬訪問も行われていない。

●
９
次
隊
で
帰
国
し
た
真
っ
黒
く
日
焼

け
し
た
青
年
自
衛
官
は
「
ヒ
ゲ
を
剃
り

落
と
し
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
宿
営
地
に
い
て
外
に
出
な
か
っ
た
。

自
殺
者
は
気
に
な
り
ま
す
。
」

●
道
路
工
事
の
監
督
を
し
た
が
向
こ
う

の
人
は
働
か
な
い
。
帰
国
後
早
く
普
通

の
生
活
に
戻
り
た
い
（
イ
ラ
ク
の
文
化

が
理
解
で
き
な
い
隊
員
も
い
る
よ
う
だ
。
）

●
帰
国
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
必
要
だ

が
上
司
に
相
談
で
き
ま
す
か
！
？
。

●
自
衛
隊
か
ら
自
衛
軍
。
反
対
で
す
。

日
本
国
土
を
守
る
た
め
自
衛
隊
に
入
隊

し
ま
し
た
。

練馬区 自衛隊に弾薬などの保管管理の状況をたずねる！

「秘密」安全に管理？練馬駐屯地弾薬庫手前には核

物質セシウム１３７（ミツウロコマーク）も保管。


